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動力伝達システム

国主要変更点

1.NA*フルタイム4^車の新設により，クラッチの仕様一覧表訂正。

2. NA，フルタイム4界〇車の新設により，マニアルトランスミッションの仕様一覧表訂正。

3. 丁界60型（セレクティブ4界0車）の構成部品図に於いて，デフべベルピニオン4個を2個に変更。

4. 丁760型（フルタイム4^車）の構成部品図に於いて，強制2界〇スイッチ廃止により訂正。

5. 強制2界0スイッチ廃止に伴い，整備要領に於いて，強制2…1)スイッチの行を削除。

6. NA，6(:VI(2羽0車）の新設に伴い，仕様一覧表変更。

7. 丑(:V 丁のアクセルスイッチ(&アクセル開度スイッチの点検-調整要領一部追記。

8. セレクタケーブル調整要領新製。

9. ぉ0乂1：の変速特性図NA車新製追加。

10. 丑〇ソ丁油圧特性図NA車新製追加。

11. ドライブシステム公アクスルの構成部品図中ワッシャ廃止。

12. ピッチングストッパ全車廃止。
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3—1 クラッチ

I準備品

5 X

49827 5800 フライホイールストッパ フライホイール回り止め

89975 4112 スナップリングブレス パイロットベアリング圧入

49974 5400 クラッチディスクガイド NA車/T]V16080^のクラッチディスク芯出し

49974 5500 クラッチディスクガイド 下界/丁仍〇 50$のクラッチディスク芯出し

398791700 ストレートピンリムーバ2 クラッチレリーズレバー0？の脱着

計器 — ダイヤルゲージ クラッチディスクの振れ測定

油脂 
-その他

— 卩乂2200クラッチグリース メーンシャフトスプライン部塗付

— ュニルーブ#2相当品 その他の指定個所塗布

国仕様

エンジン形式 £N07

トランスミツシヨン型式
2彻車 
(皿車） (30$)

4彻車 
⑽車） (30$)

^60^0 頂60湖 丁界6013八 
丁丫 6010八

丁獨〇側 
丁丫60108

クラッチ
タイプ 乾式，単板,ダイヤフラム式 ^— <— (—

コントロール 機械操作式 ^— —

クラッチ，ぺダル

タイプ 吊り下げ式 <— <—

ペダル比 4.5 ^---

全ストローク（匪） 115-120 130〜135 115〜120 130〜135

クラッチ#カバー
タイプ プッシュ方式 <—

取付け荷重(竑） 190 210 — 4—

クラッチ-ディスク

フヱーシング寸法 〔外径X内径X厚さ（顏)〕 160X125X3.5 180X125X3.5 — 4—

全摩擦面積(恤） 106 131
スプフイン歯数 23 ^—1 4—

自由時厚さ（01111) 8.35 土0.4 ^— ぐ一 —
材質 ウーブン(非石綿材） 〈—

| I
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3—2 マニアルトランスミッション

〔1〕仕様

トランスくッション方式

2…0車(1^160系） セレクテイブ4评0車（丁界60系） フルタイム4彻車け讥〇系）

财車 30車 财車 車 -腿車 50車 馳車 50車

— — フリーホイール
アクスル装着車

デフロック装着車 
テフロック及びフリ- 

ホイールアクスル

デフロック
装着車

ビスカス
装着車

^—

トランスミッション型式 頂60體心 頂601施心
漏碰2从
1^601^2“ 了獨01诎20八

漏腦骱
謂觀⑽ 176010\獻 17601082魆

コントロール方式 フロア，シフト ^— ^— ^—

操作方式 ケーブル式 <— く— 〈— ^-- <— 〈—

ギヤシフト方式
常時嚙合式み 
選択摺動式

— <— ^— <—

変

速

上匕

— -， 5.888 ^— <— ^— <— ^—

13¢ 4.090 <— <— —

211¢! 2.470 ^— 〈— <— <— ぐ 1

3^ 1.615 4— 4— ^— <— <—

她 1.125 4— ^— <— <— 〈— ^— <—

51±！ 0.861 <— <— 〈— ^-- <— く—

後退 4.166 5.866 <— く— ^—

トランスファギヤ比 — 0.269 0.270 0.269 0.270 0.269 0.270

ファイナルギヤ比 6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166

使
用
ギ
ヤ
才
イ
ノレ

タイプ 純正ギヤオイル ^— 4— ^—

；！(交換時） 1，9“1，8幻 く— 2.21 (2.0必） 2.3公（2.1忍） <— 2.4名（2.2必） 〈—

備 考

，54ギヤ比5(：と共用

(0.914—0.861)
‘尺6ソギヤ比変更

(5.746—5.866)

#如ヮギヤ比変更

(5.746—5.866)
，511)ギヤ比5¢：と共用

(0.914—0.861)
#只6ソギヤ比変更

(5.746—5.866)

-只67ギヤ比変更

(5.746—5.866)
-新設 -ギヤ比変更 

(5.746—5.866)
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丁間60型（セレクティブ4西0用）——構成部品

〔7〕丁西60型（セレクティブ4^0用) 構成部^

ハ、

デフアレンシャル

丁 6,3士0,5は-111

① ファイナルギヤ

② デフアレンシャルケース

③ デフアレンシャルピニオンシャフ

④ デファレンシャルベべルピニオン

⑤ デファレンシャルサイドギア

⑥ オイルシール

⑦ 調整ヮッシャ
⑧ ストレートピン

⑨ ボールべアリング

⑩ ワッシャ
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7^ 60型（セレクテイブ4西〇用）--------デフアレンシャル八33 丫

II整備要領（3)デフアレンシャル八55 丫（デフロック装着車含む) 

------- 分解.点検參組立て----------------------------------------------------------

く分解〉
⑴万力等で固定し，ボルト8本(30車は10本）を外し

て，フアイナルギヤとデフアレンシャルケースを分

離する。

(2)デファレンシャルケースよりストレートピンを抜 

き，ピニオンシャフトを外して，デファレンシャル 
ピニオン，デファレンシャルサイドギヤおよび調整 

ワッシャを取外す。（デフロック付30車は4ピニオ 

ン仕様となっている為ジョイントも取り外す。）

〈点検〉

⑴ファイナルギヤの歯面に損傷，過度の摩耗がある 

場合は交換する。
(2) デフアレンシャルピニオン，デフアレンシャル

サイドギャ，調整ワッシャ（27.1X42X10，調整ワッ 

シャ（31.1X42X7)，ピニオンシャフトの損傷，摩 

耗，焼付等のある場合は交換する。

(3) デファレンシャルケースの亀裂，変形，その他不 

具合のある場合は交換する。

く組立て〉
(1) 31^ベアリングインストーラでファイナルギヤ

に，5丁‘ベアリングインストーラでデファレンシャ 

ルケースにそれぞれボールべアリングを組付ける。

ベアリングインストーラ899580100 

ベアリングインストーラ 499277200

ケース側のベアリングは，シールをスプライン方向 

に組付ける。

(3)デフアレンシャルケース内より，サイドギヤとア 

クスルドライブを分離する。

(2) デフアレンシャルケースにデフアレンシャルピニ 

オン，デファレンシャルサイドギヤ，調整ワッシャ 

(31.1X42X7)，ストレートピン（4父35)を組付け 

る。（5(：車はジョイントを組付ける。）

(3) ファイナルギヤ側にデファレンシャルサイドギ 

ャ，調整ヮッシャ（27.1X42X1)を組付ける。

ワッシヤ ギヤ（ファイナル）
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丁丫60型（フルタイム4评0用)

〔8〕丁丫60型（フノレタイム4㈧0用） 醒構成部品
トランスファ

① スリーブ(強制2界0切換クラッチ)

② スナップリング

③ ヮッシャ
④ トランスファドリブンギヤ

⑤ ブッシュ

⑥ ハブ

⑦ トランスファシャフト

⑧ ウッドラフキー

⑨ アンギュラベアリング

⑩ ロックワッシャ 
⑪ロックナット 

⑫〇リング 

⑬ガスケット

⑭トランスファシフタフォーク 

⑮トランスファシフタロッド 

⑬トランスファサイドカバ 

⑫スプリングピン 

⑬トランスファカバ、一 

⑲ガスケット 

⑳ガスケット

1 土 0,0751^ -111

㉑チヱッキングボールスフ。リング 

㉒チヱッキングボール 

㉓トランスファベべルギヤ 

㉔オイルシール

33



丁丫 60型（フルタイム4^0用)

國整備要領（1)トランスミツシヨン本体 

——分解

サイドケース取外し……丁界60くサイドヶース〉を參照。

ーンケース取外し……1：界60くメーンケース〉を參照。 

エクステンション取外し…丁界60 くエクステンション〉

を参照。

ビスカスカップリング取外し

…エクステンション分解の頁を参照。

くインタミディエイトケース〉

ボルト2本を外して，インタミディエイトケースを

外す。
くトランスファ〉

⑴ボルト4本を外し，トランスファカバー八837を 

取外す。

⑵クラッチハウジング内のチヱッキングボールスプ

リングとボール（6.350)を取外す。

9 ，⑴

⑵

(3)トランスファフォーク及びレールとカップリン 

グスリーブをメーンケース側に抜取る。

〇

\
〇 0

〇
〇

⑷クラッチハウジングからトランスファサイドカ 

バー及びガスケットを外す。

(5)トランスファシャフトをクラッチハウジングよ 

り，プラスチックハンマで軽く叩きながら外す。

5

インタミデイエイトケース

，⑸

，⑷

'〇)
(6^

0/
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3—3 E^VT

〔1〕仕様国主要諸元

車種
項目 、、、、、

2^0 4^0

(腿車） (30車） (30車のみ）

電
磁
ク
ラ
V
チ

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

定格トルク/消費電流(响ハ) 7.8/3.0 11.6/3.5

消費電力 （西） 26.7 31

電磁粉量 （ 8 ) 44 52

重 量 5.2 6.5

，制御方法 マイクロコンピュータ制御

卜

ン

ス
ミ

ヅ

シ

3

ン

型 式 丁3401赢1八八 TE401NE3AA 1：丁40洲3八八

前進，後退切換機構 シンクロメッシュ式ドッグクラッチ
鲁

オイルポンプ
型 式 外歯式インボリュートギヤポンプ

鲁 夢

駆動方式 エンジン直結駆動

変速比(プーリ比）
前 進 2.503崎497

後 退 2.503

減速比

プライマリ

リダクシヨン

前進 1.414 1.203

後進 1.384 1.178

セカンダリリダクション 1.615

フアイナル 5.384

セレクト機構

方 式 ケーブルによるダイレクトシフト

位 置

？:出力軸固定，エンジン始動可能 
尺:後退
X :変速機中立，エンジン始動可能 
〇 :前進，無段自動変速
1)3 :前進，無段自動変速（スポーティレンジ，エンジンブレーキ〉

スピードメータギヤ比 5.000
上
ン
ス
フ
ァ

減速比
ヘリカルギヤ 0.271

ベべルギヤ 0.947

使
用
才
イ
ル

潤滑方式 オイルポンプによる強制圧送

指定オイル スバルぢ0\^ 丁フルード

油 量 （ぶ） 2.7-3.0 3.9-4.2

冷却方式 オイルクーラ
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巳〇ソ丁——車上点検

〔 2〕車上点検
——アクセルスイッチみアクセル開度スイッチの点検.調整

(1)アクセルスイツチがペダルのストローク4 ± 2111111 (3)

で〇以—〇卩卩になるか点検する。

この時エンジン回数はアイドリング状態であること。 

(2)アクセル開度スイッチがペダルのストローク16.6 

±2 111111でになるか点検する。

作動点がペダルストロークの基準範囲外にある時 

は，スイッチ八33丫のカム位置によって調整する。

スイッチ作動時，スイッチのレバーがスイッチ本体 

と接触しないこと。

(4)カムとスイツチのローラとが，ローラの全幅で接 

触していることを確認する。

良 不可 不

アクセルスイッチの作動点が基準値内に有る時，ス 

ロットルバルブが必ず全閉状態になることを確認す 

る。（スロットルが開き始める前にアクセルスイッ

チが作動すること）
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車上点検

〈調整〉

巳〇ソ丁

------ セレクタケーブル

〈点検〉

(1)セレクタレバーをレンジにセットして，プッシ 

ュボタンを押さずに尺レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上のオーバーストローク量を点検する。

基準値 1〜5丽

才ーバーストローク
^--------

(2)セレクタレバーを0レンジにセットして，プッシ 

ュボタンを押さずに03レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上のオーバーストローク量を点検する。

基準値 1〜5瓜瓜

(1),(2)，どちらか一方でも基準値から外れている場 

合には調整を行うこと。

(1)セレクタレバ、一をXレンジ位置にしておく。

⑵トラップドアを開け，エアクリーナを取り外す。 

(3)トランスミツシヨンのシフタアーム先端切欠き部 

(図の令印部）に3丁 -シフタアームピンを立て，ケー 

ス側ボス穴に固定する。（シフタアーム先端に切欠 
きの無いもの次頁参照）

498085900 シフタアームピン

セレクタケーブルブラケット アジヤスティングナット

(4) セレクタケーブルをトランスミッシヨンに取付け 

ているブラケットのボルト2本を取りはずす。

(5) セレクタケーブルブラケットの取付けボルト穴は， 

前後方向に長穴になっているので，トランスミッシ 

ョン側のネジ穴がその長穴の範囲内にある場合はそ 

の位置でブラケットをボルト2本で固定する。

締付トルク1.5土(). 4^-111

〈注記〉

①トランスミッシヨン側ネジ穴がブラケットの長穴 

より前後にずれている場合は，ケーブルのアジャ
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日〇ソ丁——車上点検

スティングナットおよびロックナットをゆるめ， 

ネジ穴が長穴の範囲内に入るように調整し直し， 

ブラケットもその位置で締付け固定する。

ロックナット締付トルク3.0〜3.51^-111

② 作業中にケーブルを強く押したり，引いたりしな

いこと。

③ セレクタレバーが正しく Xレンジ位置にあること 

をもう一度確認しておくこと。

⑹參シフタアームピンを抜いて，セレクタレバ

一が正しく動くことを確認する。
⑺エアクリーナを取付け，トラップドアを閉める。

女シフタアーム先端に切欠きの無い場合

(3) シフタアームとセレクトケーブルを固定している 

クリップをはずす。

(4) ケーブルエンドをシフタアームから外し，シフタ 

アームが正しくニュートラル位置にあることを確認 

する。
⑸ケーブルエンドをシフタアームのピンに差し込ま 

ずに，輊く合わせてズレがないか確認し，ズレがあ 

る場合はケーブルのアジャスティングナットおよび 

ロックナットをゆるめて調整する。

鲁ケーブルエンドがシフタアームピンに軽く，すんな 

りと差し込めるようにする。
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E^VT——車上点検

一口“ドテスト-------------------------------------------

“0”，および“ 〇3” レンジでの変速特性を点検し，電磁 

クラッチ，またベルト公プーリの作動や滑り等につい 

て点検する。

く変速特性図〉

20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

車速（^/卜） 車速細/卜）

——ストールテスト---- ------------------------------------------------------------------------------------------------------------

“〇”レンジにおいて，ストール状態のエンジン回転数を測定することにより，叼0マ1：内部のベルト及プーリ，お 

よび電磁クラッチ等の作用，またエンジン出力の良否を診断する方法である。

くテストの方法〉

く注意〉

テストは，エンジンオイル，クーラント，圮〇マ丁フルードについて点検し，充分に暖機運転を行った後に開始 

する。
(1) コンビネーションメータにタコメータが付いていない車種については，エンジン回転計を運転席から見える

所に設置する。

(2) 全輪に輪止めをして，さらにパーキングブレーキを掛ける。
(3) エンジンを始動し，セレクタレバーを“〇”レンジに入れる。

(4) 左足でフートブレーキを強く踏んだまま，アクセルペダルをゆっくりと全開まで踏込む。

⑸エンジンが一定回転で安定したら，その回転数(ストール回転数）を素早く（5秒以内に）読みとり，アクセル 

ペダルから足を離す。

(6)セレクタレバーを‘‘，，レンジに入れ，アイドリング状態で1分以上エンジンを動かし続ける。

ストール回転数 财車 2200〜2800

(で？01) 50車 2300〜2900

エ
ン
ジ
ン
回
—

 

1
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丁——車上点検

クラッチの点検

⑴アイドリング状態で電磁クラッチから異音がしないか点検する。

異音がする場合はクラッチべアリングを点検し，必要によっては交換すること。
⑵アクセルべダルを軽く踏んで，車両がスムーズに発進するか点検する。

⑶車速が20^11/11以上の状態で急加速した場合，クラッチが直結になることを確認する。

⑷ “0” レンジでストール回転数が2900卬爪⑼八車2800卬111)以下であること。

201011/ヒでクラッチが滑り放しであったり，“0” レンジのストール回転数が2900印111⑽八車28001^111)以上である 
場合には，電磁クラッチの交換が必要である。

-—ライン圧テスト-------------------------------------------------------------------------------------- -------- —-----------

ロードテスト，およびストールテストにおいて，それぞれ異常が有る場合はライン圧のチヱックをする必要が 

ぁる。

く測定方法〉

⑴サイドケースの圧力取出プラグを取外す。

⑵圧力取出口にプレッシャゲージアダプタを取付け，オイルプレッシャゲージに結ぐ。

498575400 オイルプレッシャゲージ 

498895400プレッシャゲージアダプタ

⑶エンジンを始動し，セレクタレバーを“ 〇”レンジに入れ，アイドリング状態でのライン圧を測定する。

基準値 80
車 22咕ん〇12以上 NA

車 21はん1112以上

く油圧特性〉

エンジン回転数（「屮.171) エンジン回転数（「や.⑴)
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3—4 ドライブシステム6アクスル

〔1〕フロントアクスル（2^0) 国準備品

灯
927080000 ハブスタンド ハブボルトの交換

92263000 スペーサ ハブボルトの交換

工具 — ハブキャッププライヤ ハブキャップ取外し

計器 — マグネットスタンド，ダイヤルゲージ ベアリングの軸方向の遊び測定

油脂
その他

— シエル6459N ベアリング公オイルシール潤滑

国構成部品

①
1. ハブキャップ

2. 0リング

3. アクスルナット

4.デイスクロータ

5#ハブユニット

6. ハブボルト

7. デイスクカバー

8. スピンドル八35了



ドライブシステム段アクスル

〔4〕フロントゐリヤアクスルシャフ 整備要領
'点検

取外した部品は摩耗，損傷，はく離等を点検し，異常があれば交換する 〇

(1)1)01 

⑵
⑶シャフト

⑷31.........
⑸ブーツ… 

⑸グリース

摩耗，損傷，はく離，過大がた。 

嚤耗，損傷，はく離，過大がた( 

…曲がり，ねじれ，摩耗，損傷。 

-損傷，はく離，過大がた。

…摩耗，変形，破れ，傷付き。

…変色，液化。

79八0 §2¢ I 丁」

デフロック

デフロック
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